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〈国頭語〉のハダカ形主語おぼえがき
現象文を中心に

まつもと ひろたけ

1 いままでの指摘から

『言語学大辞典』所収の「琉球列島の言語（沖縄北部方言）」で、格をとりあげた箇所

をみると、「ゼロ格（はだか格）の用法の最初に「主語を表す。j があがっていて、アミ

ー プン．「雨が降るJ（原文表記を引用者がカナ表記にあらためた。プは有気音）とい

う例文ひとつがしめされている。

この記述はマークなしのハダカ格をマークされた他の格語形とともに名詞の格の体系

のメンバーにくわえることからでてきたものである。奥田靖雄「語葉的なものと文法的

なもの」にみえる、

はだか格（あるいは名まえ格）を格変化の体系からはずすのは、日本語文法の欠点

のひ止つなのだ、が、それは格の接尾辞を後置詞とみなして、それに単語性をあてる

ことからおこってくる。

とし、う指摘は、方言文法にかぎらず、標準文章語、古代日本語などの、名詞の文法

記述にあたって、念頭においておく必要があるだろう。

とりわけ琉球方言では、標準文章語では名詞のヲ格にあたるところが「ハダ、カ格」で

あらわれることから、奥田「語集的なものと 」の指摘をかんがえにいれる必要性は切

実なはずである。沖縄北部方言では、そのハダ、カ格のかたちが、さらに主語をもあらわ

すことが『言語学大辞典』に記載されるのだから、名詞の文法記述におけるこのかたち

の重要さは余計増大したということになるだろう。ただ、主語をながめわたすと、その

構文＝意味的な側面にかぎるとしても、動作のシテ、状態の主体、性質のもちぬしなど、

内容面は相当多様で、ある。例文アミー プン．からそれをよみとるとしたら、自然現象

をあらわす文（の主語）をさしているのかとかんがえたくなるが、辞典ということもあ

ってか、その辺の事情にたちいった説明はなされていない。

この点の説明がその後具体的になった。『言語学大辞典』から 15年くらいたって刊

行された、おなじく沖縄北部方言をとりあげた『名護市史本編・ 10 言語』には、自然
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現象を表わす名詞が主語になる場合はゼロ格になります。

アイ，アミ プッタチ．（あ、雨が降り出した。）

タカワタイシ ミーニシ プクン．（鷹の渡りで新北風が吹いている。）

のように紹介されている。

「自然現象を表わす名詞が…j の箇所で、ハダカ格主語文の構文一意味的な内容面がさ

ししめされることになったため、おなじ自然現象文がでできても、『言語学大辞典』の単

なる例文紹介よりは数等うえといっていい。

もっとも、このレベルの記述になると、記述されていない現象や事実も気になってく

る。「自然現象Jという記述が限定的なものであって、ほかの現象、たとえば、生理現象、

心理現象などの人間現象はあてはまらないことをいおうとしているのか。というような

ことにおもいおよぶのは事情がある。沖縄本島北部方言の属する国頭語は、ほかに奄美

諸島の与論島・沖えらぶ島方言をふくむ。さらに、その北部の奄美にひろがる奄美語と

される言語だが、国頭語と奄美語のむすびめのような特徴をもっ喜ノ界島方言にも、また

沖縄本島で国頭語より南部にひろがる沖縄語にも自然現象以外に人間現象にかかわる、

ナダ ウティユイ（なみだがおちる喜界島方言）とかミーサミユン（目が さめ

る一首里方言）のようないいまわしがみられることはそれぞれ、岩倉市郎『喜界島方言

集』や『沖縄語辞典』にいまおもうとけっこうはやい時期に記載があり、また小論の筆

者もそれを紹介したことがある。『名護市史…』でもこの種の現象文のことが自覚的にあ

っかわれていればもっとよかっただろう。

あらためてこの数年、国頭語の範囲に属する諸方言、奄美沖えらぶ島方言、与論島方

言、そして沖縄本島北部方言に関して、上記の点を確認してみたが、沖縄本島北部方言

に関しでも、沖えらぶ、与論方言にくらべて、特にハダ、カ格主語をとる現象文のあらわ

れかたにおとろえがめだっとはみとめられなかった。もちろん、どの方言をとっても、

下位方言のあいだでの空間差、それにはなしての年代による時間差がでてくるから、ハ

ダカ形主語をもっ現象文の意味構造が、自然現象をさししめすものへと限定・特化され

た方言があってもおかしくない。そのようなばあいは、この方言に関しては人間現象に

かかわる文ではハダカ格主語はみられないことがかきそえであるとわかりやすいだろう。

以下の報告は地点ごとに繁簡があるなど不備の点がめだっが、今後の共同研究におい

てより完全なものにしていくための準備作業として、このようなかたちでまとめておく。
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それでも、それぞれの地点で今後おそわるべき内容がうかびあがってくるような気がす

る。共同研究のメンバーのひとりして、とれからも国頭語の内容類型学上の事実につな

がる現象を紹介していければとおもう。

なお、小論で、は 2009年ユネスコの発表した危機言語リストのとりあげかたにしたが

って「国頭語」の用語を採用するととにした。国頭語はもちろん、日本国内の他の危機

言語も、言語としての体系性をもちったえたうえ、今後さらに活力をとりもどすように

なることをねがうものである。

2 沖永良部島方言

沖永良部島方言でも、調査したいくつかの地点、にハダカ形の主語がみられた。ただし、

どの地点でもハダカ形主語はヌ形主語とならんででてくることがおおく、もっぱらハダ、

カ形主語という文はすくないようである。

ティント クムタンドー． そらが くもったよ。（知名町田皆）

ティントヌ クムタンドー．

ハジフッキンドー．かぜがふくよ。

ノ＼ジヌ フッキンドー．

うえの例ではふたっともヌ形主語がまずでできて、あとからハダカ形主語文もだしても

らうことができた。

久志検ではハダカ形の主語でこたえのでそれをあげておく。

アミ ブタンドー． あめがふったよ。（知名町久志検）

アミ ブユンドー．あめがふるよ。

アミ フイ（イ）ドー． あめがふるよ。

ノ＼ジフキュンドー．かぜがふくよ。

ナミ タッチューサヤー． なみが たってるねえ。

ノ＼ナガサクのような植物にかかわるデキゴトも自然現象として、うえの天候などに連

続しているようである。さらにトリガナクもおなじようにハダ、カ形主語が フアートゥ
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ヌ ナチュンドー．のヌ形とともに、フアートウ ナチュンドー．のように「あること

はある」という。デキゴトを動作的にでなく現象的にとらえているのだろう。

ノ、ナサチャサ．ミーヨー．はなが さいた。みろよ。

フアートウ ナチュサヤー． とりが ないてるねえ。

うえの例、トリガナクは現象的にとらえてハダ、カ形主語が許容されるようだが、ネコ、

イヌのようなベットになるとヌ形主語になる。さらに、なさしの主語などは、ヒト主語

とおなじガ形主語もなりたつらしい。つぎの最後の例のタマガ－参照。

ミャーヌ ナチュン／ナチュム．ねこが ないてる。（久志検）

ポチヌ ナチュム．ポチがないてる。

タマヌ ナチュム．タマが ないてる。

タマガナチュム．タマが ないてる。

うえの例からだ止、ハダカ形主語が、サチャサ、ナチュサのようなサ形（準体形由来）

の終止形となじみやすいようにみえるが、理由はまだわからない。

のりものも擬人化の反対としてだろうか、それにかかわるデキゴトが現象的にとらえ

られて、ハダカ形主語でもいい。

ヒンニイジユンドー． ふねが でるよ。

ヒコーキ トウピュンドー．飛行機が とぶよ。

自然現象というより物理現象といったほうが適切なばあいも、やはり現象という面の

共通性から、ハダカ形主語がでてくる。

チャー ワチャンドー．お茶がわいたよ。

ユー タギチャンドー．湯がふっとうしたよ。

メー ワーリタンドー．フェーサカミギャ フーョー．めしがたけたよ。はやく

たべにこい。

ミジ ファッチューサヤー．みずが ながれているねえ。



（国頭語）のハタマカ形主語おぼえがき 現象文を中心に 5 

さらに、沖永良部方言では自然現象以外に、人間にかかわる現象にもハダカ形主語が

ひろがっている。おなじ国頭語に属する沖縄本島北部方言は、この辺をさきにのべたよ

うに、『名護市史…』では「自然現象Jとしているが、沖えらぶではこの限定ははずして

もよさそうである。

以下の例文のように一人称文のときは、一人称シテ主語が実際にはあらわないことが

ふつうだが、このような人間現象をあらわす文は、自然現象とちがって、ダレダレハ（ダ

レダレガ）でさししめされる、問題の現象の主体であるヒトの存在を想定しやすい。そ

うすると一種の三重主格文のようになるが、このこともハダカ形主語をなりたたせるこ

左と関連してきそうである。構文＝意味的な面からはこの種の三重主格文は、再帰文的

といえるだろう。

ミー サミティーー 目がさめてーー（実際のはなしのなかで一回皆）

ワタヤデイ ニチイジタン．はらがいたくて熱がでた。

ナーダイジタン．なみだがでた。

ティーマガタン．手がまがった。

ニチイジティヨー タイヘンヤタンドー．熱がでてね。大変だったよ。（久志検）

ナーフシマガティヨー．もう こしがまがってねえ。

ブアーヌギティヨー．歯がぬけてね。

ワタ ヤディヨー．はらがいたい。

このような主語的なハダカ形（ハダカ形主語）は、島内でもシマ（集落）によって、

またはなしての年齢によって、保存の状態はさまざまのようである。知名町上平川方言

のはなしてが、

キンニューアミ フティドゥ ヤーチイカランタン．きのう あめがふって

いえへいけなかった。（上平川）

をアミヌ フティドゥとともにこたえてくれたのを、わきできいていた和泊町田頭方言

のはなしではハダ、カ形でないことはもちろん、ヌ形でもなくガ形でだしてきた。この地
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点か、このはなしでかの、あるいは地点、はなして（の年代）両面からんでのムニー「も

のいい」に innovationがすすんでいることがみてとれる。

3 与論島方言

与論島方言でも、ハダカ形主語は大体のところヌ格主語との併用になっているが、そ

れはデキゴトをさししめすいろいろの現象文にみられる。自然現象をあらわす文からあ

げる。

・アッシェー，アミ プユイ．あれ、あめがふる。（与論町茶花以下同様）

・ハデ、イ プチキュイヤー．アマハタジキリパドワ ナユイ．かぜがふいて

くるねえ。あそこを かたづけなくてはいけない。

・ナン タッチュイヤー．なみが たっているわねえ。

・ヨーギ タッチュイヤー．うねりが たっているねえ。

これらの文はメノマエの実景をおどろきをもってさししめす感じといえる。二番めの

文はヌ格主語もでるが、ふつうはどちらといえばヌ格ではいわないという。最後の例も

ふつうはナンヌとはいわないようである。ヌ格主語だと強調する感じという、他島方言

に関しでもしばしばでてくる説明もきかれた。形容詞述語のばあいのハダカ形主語も同

様で、ヌ格系はふつうっかわない。

・ナンターサイヤー なみがたかいねえ0

・ナンアラソー． なみがあらい。

つぎ、のような白然現象文だと、ハダカ形主語のあらわれかたが微妙のようである。

・ティダ（ヌ） アガティ キュイ． 太陽が あがって くる 0

・チッキューヌ アガトクイ． 月が あがっている。

ティダヌのばあいハ夕、カ形のティダになることもあることはあるが、二番目のチッキ

ューヌのヌはそれよりもおちにくいとしづ。他島にもこういう語嚢項目ごとの傾向があ

るとしたらあらためて確認しなくてはならない。



（国頭語）のハダFカ形主語おぼえがき 現象文を中心に 7 

自然現象とまではいえないが、現象やモノの出現も、それをさししめすノ＼ダカ形の主

語がでてくる文になりうる。

・ヌーゲラ アマカラ シンブシイジトゥイ．なにやら あそとから けむりが

でている。

・ツムギ ウイアガティ．つむぎが おりあがった（できた） 0 

・7イ ナティダー．ごはんができたねえ。

三番めのウイアガユイは自動詞だが、他動詞なら

・ツムギ ウイアキ、タンムイ．つむぎを おりあげたか。

のようになる。

この方言ではのりものなどをあらわす名詞は主語になるときヌ格形をとるようである。

・プニヌ イジュイ．ふねがでる。

・クノレマヌ チャートウイ．くるまが はしっている。

人間にかかわる現象をあらわす文も、自然現象文同様、ハタ守カ形主語があらわれる。

生理現象文がおおかったが、心理現象ほかもなりたつ。

－ウイビマガティ ナージゆびがまがってならぬ（もうだめだ）。

－パギ ウンチ キュイ．あしが （ひとりでに）うごいで くる。

・パーヌギティ ムヌ コーラジ歯がぬけて ものが くえない。

・ナダイジティ ナーランタンなみだがでてならなかった。

サミティ．めが さめた。

・ニチイジティ ウキララジ．熱がでておきられない。

・チラ プクリティ．（おこって） かおがふくれた0

・パチアタテイ．ぱちがあたった。
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－ジューゴヤヲゥドウイヌ パジマユイ．十五夜おどりが はじまる。

4 沖縄本島北部方言

沖縄本島北部方言は、ここまでみてきた奄美の、沖えらぶ島方言、与論島方言をふく

めて、ユネスコのよびかたで国頭語とくくられる、そのおおもとになる方言である。よ

びなとしては国頭方言とか山原（ゃんばる）方言とかでもいいが、いまは国頭語とかさ

なる国頭方言や、ヨソモノがやんばる方言というし、し、かたをすることはさけて、沖縄本

島北部方言としておく。

この方言の自然現象をさししめす文のハダカ形主語は、まえにふれたように、すでに

存在が指摘されている。

・アミ プッタサー．あめが ふったねえ。（名護市名護）

・カジプクッサー．かぜが ふくねえ。

－カジチュンドー．かぜが くるよ。

・ナミ タッチョンドー．なみが たっているよ。

・ハーカラ ミジワチュンドー．いどからみずがわくよ0

・スーミチチャ．しおがみちてきた。

・スー ピチョンドー．しおが ひいているよ。

・ナミ タチューサヤー．カジチューク ナインドーなみが たっているねえ。

かぜがつよく なるよ。

物理現象も自然現象につながるものとしてハダ、カ形主語文がでてくる。さらに生

産物にも関連していくようである。

－ミジ ジャーナイ イジトウンドー．トゥミレー．みずが ざあざあ でてるよ。

とめな0

・ュー ワチョンドー．チャーハラサヤー．湯がわいてるよ。茶をいれよう

ね。

－ウム ニートゥンナー．いもが にえてるか。

・ムヌナトゥンドー．フェーク ナーカミ．ごはんができてるよ。はやく も

う たべな。
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ノリモノをあらわす名詞、さらにイキモノやヒト（のようなものもふくむ）をさしし

めす名詞も、現象文、あるいは存在文的なくみたての主語にくわわるときはハダ、カ形に

なっていい。二番めの文だとマジムンヌ タッチョーン．ならやはり強調がはいるとい

つ。

・チューヤプニイジランタンドー．きょうはふねがでなかったよ0

・マジムン タッチョーン．おばけが たっている。

・ソーミナー ヲウインドー．めじろが いるよ。

沖縄本島北部方言でも、地点によってはヨリふつうに現象文のハダ、カ形主語があらわ

れてくる。以下の文のような終止的な述語では、ヌ格主語ではなくて、むしろハダカ形

主語がふつうというこたえがかえってきた。自然現象文からあげる。

・アミ フユン．あめがふる（東村平良）

・カジフクン．かぜがふく。

・クーヤナミ アリトウインドーきょうはなみがあれているよ0

・スー ミチティ チューンドー．しおがみちて くるよ。

－ナマスー ヒッチョーンドー．いま しおがひいているよ。

・ミジ ワクンドー．みずがわくよ。

物理現象も同様である。

・ミジナガリトーンドー．（水道から）みずが ながれでているよ。

・ミジ ハトーンドー．（水道から）みずが （し、きおし、よく）でているよ。

・ユー ワチョーンロー．フェーサ トゥミリ 湯がわいているよ。 はやく と

めな0

・ューフル ワチョーンドー．ふろが わいているよ。

生産物の例もあげておく。
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－サーター リキトゥンドー．砂糖が できあがったよ0

・ムンナトーミ．食事ができているか。

のりものの名詞のばあいもヌ形でなくていい。

・フニ イジランタン．ふねが でなかった（よ）。

うえのような現象文でも、述語がつきそい文のなかにあって、文を終止しないばあい

は、主語はハダFカ形で、なく、ヌ格の主語になると、それぞれ例をしめしてくれた。他地

点でも今後の確認が必要である。

－ミジヌワクンパスみずのわく ばしょ

－ナミヌ アリティ フニヤイジャサランドー．なみがあれてふねはだせ

ないよ。

・フニヌ イジランタシガナーチューヤイカランテー．ふねがでなかった

ので もう きょうはいけないだろうね。

人間現象文のばあいのハダ、カ形主語も、もちろんなりたつ。このときは主文、っきそ

い文でのハダカ形、ヌ格形主語のつかいわけはあまりきかれない。っきそい文かあわせ

述語の主要部かの区別も、特にされていないようである。

・ノ＼』ー

／＇＇」ー

ヤムン．歯がいたい。

ヤリ フシガラン．歯がいたくてがまんできない。

サミティ．目が さめた。

サミティ ニンララン．目が さめてねむれない。

－イーピーマガティ ウンカン．ゆびがまがって うごかない。

・ヒサ ウンナ ピッチェーヲゥララン．あしが うごいですわっていられ

ない。（あしが かつてにうごいて じっとしてはいられなし、）

・エイサーハジマインドー．エイサーが はじまるよ。

エイサーハジマトーシガ ミーガイカンナー．エイサーが はじまってるけ

どみにし、かないか。
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さいこ、の例でつきそい文のほうの主語でもエイサーヌとはふつういわないという。

5 ハダカ形～ハダカ格

表題においてハ夕、カ形主語という用語をつかっているが、これはハダカ形でなくハダ

カ格、あるいはゼロ格といってもさしっかえなかった。もっとも、小論の筆者はハダカ

形とハダカ格のつかいわけに関して、以前松本「名詞の（主体＝客体格）の用法と問題

点、」で、つぎのような表をさしだしたことがある。

N中 非語形（じつはN一）

語形 非格語形

格語形 同音形式

多義形式

このひだりのNゆがハダカ形で、格語形にあたるNφ （と表記にすればそれ）がハダ、

カ格ということになるが、いまもこのような表示をふまえて、ハタeカ形とかハダ、カ格と

いっていることにかわりはない。

うえの表の内容に関して考察をふかめてココロク、、ルシイのココロは非語形、ならべた

てのハダカ形は非格語形さらに琉球語で主格のヌと属格のヌは同音形式（あるいは多義

形式）などと区分していくことは別稿で論じなくてはならない。そのさい、伝統的に名

詞の格語形のなかにくりいれられている、ロシア語などの名詞述語にみられる造格述語、

名格（nominativecase は「主格jといわないでおく）述語などの述語になる名詞の語形

のあっかいの妥当性なども問題になるとしたら、よけし、小論でとりあげることはできな

いと思料される。

さらに、ハダ、カ格という外形＝表現面からのなづけでなく、おなじ格語形としてであ

っても、内容面からの accusative,dative というようななづけをめざすとしたら、うえ

でとりあげた国頭語をめぐっては、内容類型学的な観点のことがからんできて、対格（や

主格）タイプの用語である主格とか対格を軽率にもちこむととはためらわれる。絶対格

の用語のほうがまだ内容にあっているのかもしれないが、その辺の事情の考察はすべて
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タナあげにしたついでに、「格」のなまえまでとりはらって、ハダ、カ形のよびなへと後退

させることにした次第である。
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